
東芦屋町27番 共同住宅 

□ 計画地周辺のまちなみ 

東芦屋町の位置する山手地域は六甲山系の山裾に広がり，緑の中に暮らしが垣間見えるような閑静な

住宅地である。六麓荘町をはじめとする全国にその名を知られる芦屋のイメージを代表する風格のある

地域である。 

地域内には朝日ケ丘遺跡や八十塚古墳群，大阪城刻印石などの遺跡や，芦屋神社や岩園天神社などの

寺社が数多くある。また，まちなみには昔をしのばせる路地や水路などが残っており，古くから生活が

営まれてきた豊かな歴史のある地域である。 

 

＜計画地の基本条件＞ 

計画地は，第一種低層住居専用地域，第1種高度地区に指定されている。また，第3種風致地区が指

定され，積極的な緑の保全・育成が求められる地域となっている。 

計画地周辺は比較的敷地規模の大きい戸建住宅が建ち並ぶ住宅地であり，山手の斜面地に位置するこ

とから，地形の高低差を解消するため築造されている御影石を用いた石積擁壁，石積みと一体となった

生垣や植栽が通り景観を特徴づけている。こうしたゆたかな緑の連続性が地域の良好な居住環境を形成

している。 

計画地東側の道路（市道：幅員約 6ｍ）は，通称「芦屋神社道」と呼ばれる通りで，北側のアイスト

ップに芦屋神社が位置する。この芦屋神社に向かう道は，日頃の通行量は少ないが，正月や祭事などに

は神社に向かう人が通行し，地域の歴史と人々の記憶につながる趣のある通りである。計画地がこの通

り空間の大部分を構成する。また，芦屋神社道を挟んだ向かい側には比較的大規模な戸建て住宅が建っ

ており，通りに対して塀や塀越しに見える植栽が地域性のある景観の構成要素の一つとなっている。 

計画地の南面は，東に向かって緩やかに下る道路（市道：幅員約 5ｍ）と接道している。敷地の地盤

面は、北から南に向かうにつれて道路面より 1ｍから 4ｍ程度まで次第に高くなっており，現在は，道

路際に自然石を貼った擁壁が築造されている。計画敷地の南東角が最も高低差のある場所であり，約 4

ｍの擁壁が立ち上がる。 

 

□ 形態意匠の制限（基準）を読み解くときに配慮すべき周辺環境の特徴 

１ 位置・規模 

＊ 計画地の北隣には，歴史的景観資源である芦屋神社があり，背景の六甲山や近隣の生垣等とあいま

って緑ゆたかで歴史の感じられる景観となっている。 

  （１ 芦屋の景観を特徴づける山・海などへの眺めを損ねない配置，規模及び形態とすること。） 

（２ 現存する景観資源を可能な限り活かした配置，規模及び形態とすること。） 

＊ 周辺地域は山手の斜面地にあるため道路面と地盤面に高低差があり，擁壁が通りに現れる。また，

比較的大規模な戸建て住宅が建ち並ぶ住宅地である。 

  （３ 周辺の景観と調和したスケールとし，通りや周辺との連続性を維持し，形成するような配置，

規模及び形態とすること。） 



２ 屋根・壁面 

＊ 周辺は主に 2～3 階建ての低層戸建て住宅による落ち着いた住宅地である。敷き際の生垣や塀越し

に見える敷地内の庭木が通りに現れることによる緑の連続性のなかに屋根や壁面が見えるというま

ちなみ構成となっている。また，壁面については主にアースカラーを用いた建物が多く見受けられる。 

  （２ 壁面の意匠は，周辺の景観と調和するように，見えがかり上のボリューム感を軽減すること。） 

 

３ 通り外観 

＊ 計画地周辺では，擁壁に錆御影石を用いたものが多く，擁壁の上部にある生垣や敷き際の庭木・植

栽等とあいまって落ち着いたまちなみの雰囲気を作り出している。 

＊ 周辺の戸建て住宅の敷地では，道路際に多くの高木が植えられ，通りからは建築物が緑の中に垣間

見えるような配置となっているところが多い。そのため，建物だけでなく植栽や通り際の擁壁などの

景観への影響が大きく，建物と一体的に擁壁の構成や植栽の配置等の外構計画を行う必要がある。  

＊ 敷地の緑は，芦屋神社や背景となる六甲山の緑と連続するような植栽計画が望まれる。 

 （１ 前面空地，エントランス周り，駐車場アプローチなどの接道部は，建築物と一体的に配置し，

及びしつらえるとともに，材料の工夫を行い，落ち着きのある外観意匠とすること。） 

（２ 十分な修景植栽を施すことにより，緑ゆたかな外観意匠とすること。） 

 （３ 建築物に附属する塀，柵等の囲障は，植栽計画と一体となった意匠とすること。） 

 （４ 建築物に附属する擁壁等は，自然素材の仕様や植栽との組み合わせ等周辺の景観と調和した意

匠とすること。） 

＊ 角地に位置しており，道路面との高低差を解消するために築造されている擁壁が東面で 1～4ｍ程，

南面については4ｍ程の高さで見えてくる形になる。 

（５ 建築物が街角に立つ場合には，街角を意識した意匠とすること。） 

 

※ （ ）内は，関係する形態意匠の制限を示す。 

 

□ 計画地周辺の景観特性に基づく形態意匠の制限（基準）の考え方 

１ 配置・規模 

＊ 東側の通りに対して，芦屋神社や六甲山の緑との連続性に配慮し，緑ゆたかな地域性を継承できる

ような建築物や植栽等の配置計画とすること。 

 

２ 屋根・壁面 

＊ 周辺の建築物や擁壁等に用いられているアースカラー等を用いることにより，周辺景観との調和に

努めること。 

＊ 周辺は主に戸建て住宅が建ち並び，長大な壁面は通りに面して出てこないため，通りからの見え方

に配慮し，建物の形態・意匠や材料・色彩等に変化をつけることにより，見えがかりのボリューム感

を軽減する工夫を行い，周辺の建物規模やまちなみと調和した形態意匠とすること。 



３ 通り外観 

＊ 周辺では，錆御影石を用いた石積擁壁や石積み擁壁と一体となった植栽の緑が通り景観の地域性を

創出している。計画地においても既存の御影石や庭木によって形成されてきた石と緑の敷き際のイメ

ージを踏襲し，特に南東角では街角を意識した効果的な建物，植栽計画を行い，東側の芦屋神社道に

面するところでは，見えがかりの大部分を占めることを認識し，芦屋神社や六甲山への緑や御影石の

連続性を継承するような外構計画とすること。 

＊ 東側に設けられるエントランス周りの構成やゴミ置場や駐車場へのアプローチ等によって擁壁が

切れる部分を整理するとともに，切れ目の擁壁が立ち上がるところの仕上げを工夫することにより擁

壁の連続感が出るよう，建築物，外構，植栽等を一体的に計画すること。 

  また，エントランスへのアプローチや駐車場への車路部分の仕上げ等を工夫し，敷き際の連続感の

ある構成となるよう計画すること。 

＊ 南，東面の擁壁について，安全性や工法等の問題により現状から変更する必要がある場合は，通り

面からの立ち上がりに配慮し，転びをつける，周辺でよく用いられている素材を用いる，擁壁の上に

効果的な植栽を施すなど，周辺景観と調和させるような工夫をすること。 

 


